
令和4年度 函館市福祉のまちづくりフォーラム
～誰もが笑顔で暮らせる地域づくり～

「共に支え合うまち函館を目指して」
～つながりが育む支え合い～

函館市地域包括支援センターゆのかわ 保健師 京谷佳子

昨年度の事例報告(東深堀町会)に続き
町会間の垣根を超えた広がりから
始動した深堀町会“ぶらりふかぼり”。

その後、多世代多機関での
温かく、ほんわかした地域活動に発展。



今回、取り組みが広がったキーワード

現状
3つの考え

「〇〇」
「〇〇がない」
「今までの〇〇」

２つの人

「〇〇のある人」
「〇〇〇〇して

いる人」

それぞれが、それぞれの立場での

“愛着を感じる地域”
に向け、一歩進むことができた



１．函館市の状況

・高齢単身、高齢夫婦世帯の割合上昇
・今後、支援が必要な高齢者が増加する可能性

高齢者のみ世帯の増加

・地域との関わりが減少
・コロナ禍で外出や交流機会の減少
・地域での見守りや支援が受けられにくい現状

地域の互助力が低下

・世帯単位で複数分野の問題を抱えている
・様々な問題が絡み合って複雑化
・早期に支援が受けられていないケースもある

問題が複雑化したケースの増加



２．昨年度の事例報告から(東深堀町会)

国立函館病院

•

東深堀町会

•

有斗高校

•

包括ゆのかわ

•

コロナ禍での
地域づくり

お散歩マップ作成

『歩こう会』
主担当：東深堀町会

『お助け隊』
主担当：有斗高校



東深堀町会 深堀町会
・運営のノウハウを伝達

（必要物品、予算、連携の工夫など）

有斗高校生 深堀中学生

・マップ作成の手順や工夫点を伝達

垣根を超えた横展開

２．昨年度の事例報告から(東深堀町会)

深堀町お散歩マップ
〝ぶらりふかぼり″

完成！

本日は、ここから
さらに広がった
取り組みをご報告



３．今年度広がった地域活動

ぶらりふかぼり始動
主担当：深堀町会

ぶらりふかぼり展開
深堀小や聾学校と共に



３．今年度広がった地域活動

令和４年９月
「もったいない市in深中」

（日にち）
令和４年９月１１日(日)

（場 所）
深堀中学校 体育館

（協 同）
東深堀町会、深堀町会
深堀中学校、深堀小学校

（内 容）
“自分はもう使わないけど他の

誰かは利用してくれるかも”と
思われる物を地域で集め、必要
とする方へ無料でもらって頂く。

小中学生が町会の方と共にチームを組み
運営ボランティアとして活躍。



３．今年度広がった地域活動

令和４年10月
「全市一斉クリーングリーン作戦」

（日にち）
令和４年10月16日(日)

（場 所）
校区内の各町会エリア

（協 同）
校区内の各町会
深堀中学校

（内 容）
函館市が毎年行っている

“全市一斉クリーングリーン作戦”
に参加。

地域の方と交流しながら、一緒に町会
区域内の清掃活動を行う。



３．今年度広がった地域活動

令和４年12月
「深堀ひろば①「小学生への学習サポート」」

（日にち）
令和４年12月27日(火)

（場 所）
深堀町会館

（協 同）
深堀町会
深堀中学校、深堀小学校

（内 容）
中学生による小学生への
学習ボランティア

冬休み初日に開催しており、小学生が
持参した宿題ドリルなどの学習について
中学生がサポート。



３．今年度広がった地域活動

令和5年1月
「深堀ひろば②SDGS目標12 つくる責任つかう責任」

（日にち）
令和5年1月12日(木)

（場 所）
深堀町会館

（協 同）
深堀町会
深堀中学校、深堀小学校

（内 容）
廃棄予定だった古い浴衣を
ウエスにリメイクし、必要な方に
使って頂けるようにする。

小学生、中学生、町会メンバーで
チームを組み作業。
完成したウエスを深堀小学校へ寄贈。



①（函館市深堀町会）谷山町会長

～垣根を超え近隣町会から学び、様々な活動へ発展を…

②（函館市立深堀中学校）松田校長先生

～地域・学校の連携について仕組みや考え方について…

③（函館市立深堀中学校）大野莉璃子さん、小山花依さん

～ボランティアに参加しての感想や今後に向けて…

④（函館市立深堀小学校）伊藤教頭先生

～小学生が一緒に参加した様子や地域との交流状況など…

⑤（北海道函館聾学校）門眞校長先生
～「ぶらりふかぼり」から発展した学校の取り組みなど…

このあと、それぞれのお立場でご報告



地域学校協働本部

地域学校協働活動の推進
令和５年３月２０日

深堀中学地区（深堀中・深堀小・駒場小）

函館市福祉のまちづくりフォーラム





９年間を見通した
小中連携



コミュニティ・スクールは、育てたい子供像、目指すべき教育のビジョンを保護者や地域と
共有し目標の実現に向けてともに協働していく仕組み



学 校
（コミュニティ・スクール）

駒場小
学校運営協議会

カウンシル

深掘中

学校運営協議会

深掘小

学校運営協議会

令和４年度



地域住民や保護者等
が学校運営に参画



近い将来、Society5.0（人工知能
などを活用した超スマート社会）
がやってきます。その社会を創造
するために、主体的、対話的、探
求的に学ぶ力を育むことが求めら
れています。

「よりよい学校教育を通じて、よ
りよい社会を創る」という目標を、
教育課程を介して学校と社会が共
有し、連携・協働しながら、子供
に新しい時代に求められる資質・
能力を育む「社会に開かれた教育
課程」の実現が求められています。

近年、子供を取り巻く環境が大き
く変化し、学校の抱える課題は複
雑化、多様化しています。加えて、
地域における教育力の低下や家庭
の孤立化の問題もあります。

求められる背景





函館市
地域活性化

地域包括支援

センター

コミュニティ

スクール

（CS)
町会

福祉
（高齢者・障害者・

子育て支援）

地域とともにある
学校づくり

住みよい街づくり

協働
地域コーディネーター









深駒ネット
地区（深堀中・深堀小・駒場小）
金堀町 広野町 乃木町 柏木町 川原町 深堀町
駒場町 湯浜町 花園町 本通３丁目 ＜１０町＞

＜※地域包括支援センター「こん中央」「ときとう」「ゆのかわ」「神山」＞

中央地区 ６方面① 金堀・広野町会

７方面④ 乃木町会、柏木町会、川原親和会、川原町会

東央地区 ８方面⑥ 深堀町会、深駒町会、駒場自治会、湯浜町会
駒場団地町会、東深堀町会、（広野北部町会）

10方面① 花園町会

北部地区 17方面① 南本通町会

＜１３町会＞



FK-NET（深駒ネット）

地域学校協働本部地域学校協働本部地域学校協働本部
地
域
学
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部

学 校
（コミュニティ・スクール）

地域学校協働活動推進員

連携・協働

駒場小
学校運営協議会

カウンシル

深掘中

学校運営協議会

深掘小

学校運営協議会

地
域
学
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動

連携・協働

学びによる
地域創生

町会などの
地域活動

家庭教育
支援活動

外部人材をを活用した
教育支援活動

学校支援活動



地域学校協働本部

SINCE ２０２２



熟 議

協 働

Win-Win（パートナーシップ）



やってほし

いこと

やれる

こと

やりたい

こと

学

校

町

会



深堀の昔語り
（物知り先生）

キャリア教育

防災の実体験

見守り活動 挨拶運動

ラジオ体操

クリーン作戦
（地域清掃への参加）

町会の枠を超えた
取り組み（交流）

合同夏祭り

もったいない市

花壇づくり

餅つき大会

災害時の避難支援
（高齢者補助）

防災教室

町会活動紹介

放課後子ども教室

卓球教室

地域調べ学校と町会の
話しあい活動

長期休業中の学習支援

学校図書館整備活用
ボランティア

歴史探訪

人材派遣

放課後あそび教室
（スポーツ・囲碁・けん玉など）

花いっぱい運動

通学路の安全マップの作成

地域行事への参加

実現可能・
効果大

実現困難・
効果小

町
会

学
校

防犯・防災

清掃活動

学習支援
町会と学校との協働活動

地域合同防災訓練



皆が笑顔で暮らせる
地域づくり

２０２２ 深堀町会の

活動ふかぼり

函館市深堀町会 谷山静香 2023.3.20

を



深堀町人口構成 2021.7現在函館市資料
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深堀町会 ：世帯数 約1000
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：街路灯 100基

年齢別グラフ

役員年令
50～80代
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お散歩マップ 2021＜準備＞

☆東深堀町会在宅福祉委員会
コロナ禍でもできる活動
お散歩マップ「歩こう会」

☆深堀町会
緑園通樹々に親しみたい
お散歩マップ作製「ぶらりふかぼり」

有斗高校生と協同

深堀中学生と協同
有斗高校生サポート

地域包括支援センターゆのかわコーディネート
東深堀チームから深堀チームに繋ぐ

32



お散歩マップ 2022＜計画＞

☆(定期で開催する）
毎月第2・第4(火)10時町会館出発
4月～10月

☆ぶらりふかぼりマップ3コース
当日の参加者が選ぶ(各30分程度）

☆雨天中止
☆絶対むりはしない 高齢者のための

お散歩

33



お散歩マップ 2022＜実践＞

はるぶらりふかぼり はじまるよ！

函館聾学校の教師
小学生5名が参加
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はる・なつ・あき 2022＜実践＞

4月：スタート

函館聾学校児童・教師５名がお散歩参加 （町会だより）
樹木講師⇒講師は手話の勉強 町内19名参加

5月：新築 包括センターゆのかわへ 突撃訪問(健康教室と合同）

6月：ぶらりふかぼり３コースの散歩
せせらぎ公園内ギター演奏会

７月：深堀小学校グランド探検（夏休み小学生参加）

8月・9月・10月：「樹木認定会・クイズ」実施

10月：樹木博士認定証授与9名
6回以上参加した方6名に賞品

実施：12回/13回（1日は雨の為中止）・延べ128人参加

35



36

散歩コースの
ごみ拾い

学童保育子どもたちと

深堀中ボランティアと

のんびりお散歩



笑顔がいっぱい

 

37



春から秋
まで

ぶらりふか
ぼり

愉しみまし
た

受付も
手慣れ
たもの

今日は
ここに

樹名板を
つけます

ね

最終日は
認定証を

頂きました
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隣町会に学び、連携して開催

深堀中・深堀小
児童生徒ボランティア参加

深堀中・深堀小
児童生徒ボランティア

39



中学生ボランティア清掃活動
 

 

 

 

 

 

おうちの人
ひと

と 

みんなできてね 

 

10月
が つ

16日
に ち

(日
に ち よ う び

) 

8時
じ

～9時
じ

 
参加
さ ん か

する方
かた

は 午前
ご ぜ ん

8時
じ

  

深
ふか

堀町
ぼりちょう

会館前
かいかんまえ

に集合
しゅうごう

です 

せいそう 
深堀
ふかぼり

町会
ちょうかい

 

深堀中生徒
ボランティア

小学生は家族
と

参加
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拡がる世代間交流の輪
深堀中・小学生交流

深堀ひろば１

41

中学生が小学生の学習
を

サポート

冬休みの宿題
持ち寄って



拡がる世代間交流の輪

深堀中・小学生交流

深堀ひろば２

42

牛乳紙パックはプラと資源ごみ。
学校では全部燃やせるごみなのね

子どもも大人も勉強しま
す



勉強の後はウエスづくりです

43

深堀中・小学生交流

深堀ひろば２



拡がる世代間交流の輪

町会．家族
先生．包括
みんなが
見守る

44

深堀中・小学生交
流

深堀ひろば



さらに拡がったお散歩の輪
☆緑園通りの樹木⇒樹名板

（日本森林林業振興会函館支所）
約80枚の樹名板作成協力

☆町内元営林署(区長)樹木を案内
樹木博士(講師)として協力

☆町内や緑園通り⇒清掃活動へ
(緑園通をきれいにする会)合流

☆町会活動の情報発信
ポスター,町会便り, インスタグラム
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2022の活動で得た事

☆やりたいことはやってみる
近隣町会連携・世代間交流など

☆子ども達の持てる力は無限大
☆地域を笑顔にするのは自分から

🚙路線バスで行く紅葉の香雪園

春一番♪音楽祭
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ご清聴ありがとう
ございました



「ボランティア活動に参加して」

函館市立深堀中学校
２年 大野莉璃子・小山花依



深堀中学校＜生徒会テーマ＞

「創ろう！新しい伝統を」



深堀中学校＜先輩からの伝統＞

「TEAM」
• Ｔ 立ち止まって

• Ｅ 笑顔で

• Ａ あいさつ

• Ｍ 身につけよう



深堀ひろば

日程：令和４年12月27日

内容：小学生への学習サポート

①学習ボランティア

・小さい子と関わるのが好き
・楽しそう！参加してみたい！

・あまり乗り気ではないけど…
・友達が誘ってくれたから

やってみようかな…



消毒・検温・受付 開 会 式

深堀ひろば<①学習ボランティア>



1対１でのサポート

深堀ひろば<①学習ボランティア>

教えて～！

一緒に
考えよう

そういう
ことか！



深堀ひろば<①学習ボランティア>

答えを“教える”のではなく
答えを“導く過程”を説明

1対１でのサポート



深堀ひろば

日 程：令和５年1月12日

内 容：廃棄予定の浴衣を

ウエスにリメイク！

メンバー：町会の方

深堀ひろばへ参加した

小中学生

②SDGsボランティア

 

 
 

 
 
 

 

2022・冬☆多世代コラボ企画！ 

  
 

  
 

  

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

※参加者には「ボランティア活動証明書」が発 されます。 

※当日は、消毒・換気・体調確認等、感染対策は いますが、引き続き新型コロナウイルス

感染症が流 している状況ですので、保護者の方と十分相談の上、お申込下さい。 

 

【担当・問い合わせ】  

函館市地域包括支援センターゆのかわ  36-4300 

          (地域コーディネーター 京谷) 

ボランティアさん 大募集！ 
～SDGｓ活動(目標 12 つくる責任つかう責任)～ 

日時：令和 5 年１月 12 日(木)  

10：00～11：45  

場所：深堀町会館 2 階 

内容：SDGｓ目標 12「つくる責任つかう責任」 
    廃棄予定の浴衣をウエスにリメイク！ 

再利用し必要な方に使って頂けるようにします。 

 

 

 
 

募集対象：R4.12.27 の深堀ひろば参加者 

持ち物： 大きめのはさみ(ある方のみ) 
     (会場に予備を用意しています) 

申し込み：不要 

浴衣の素材である綿などの天然素材は、汚れを吸収しやすく

効果的に活用できます。 

使いやすいサイズに切る作業を行います。 

自分のペースで作業できますので、ぜひご参加下さい！ 



ゴミの分別クイズ 浴衣をウエスにリメイク

深堀ひろば<②SDGｓボランティア>



深堀小学校へ寄贈 みんなで記念写真

深堀ひろば<②SDGｓボランティア>



その他の取り組み



運営サポート(受付・ブース担当)

もったいない市<東深堀町会・深堀町会>



地域の方と一緒に

全市一斉クリーングリーン作戦<校区内各町会>



ボランティア活動に

参加して…



活動の感想

• 勉強をわかりやすく教えるのが
難しかった

• みんなで楽しく活動できた

• 地域全体に目を向けて、いろい
ろなボランティア活動を積極的
に参加したい



活動の感想

• とても楽しい交流の場だった

• 興味や関心のある友達を

誘ってみたい

「何ができるか…」
「何をしたら良いのか・・・」

わからなかった
今後は
積極的に参加していきたい！



私達の住む町の課題<函館市・深堀町>
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私達にできること

中学生でも地域に貢献できる！

先輩達のマップ作成から
聾学校や地域の活動に…

・地域の方が元気になれる活動をすることで
お互いがいい気持ちになれる！

・地域の人に勇気や元気を！
・少しでも役に立ちたい！

自分達の提案や行動で

地域に貢献できることがある！



深堀中学校の新しい伝統

中学生に
なったら、

自分も
教えたい！

地域みんなが笑顔になれる
“地域と共にある学校”

小学生と中学生が
連携したボランティア活動

新しい伝統

～今回の取り組みから～



ご清聴ありがとうございました



令和４年度
函館市福祉のまちづくりフォーラム

令和５年３月２０日（月）

北海道函館聾学校
～深堀町会の取組に参加したことを

きっかけにした学び～
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北海道函館聾学校



北海道函館聾学校の概要①

＜本校の特色＞
• 本校は明治２８年（1895年）に、米国婦人シャロッテ・
ピンクニー・ドレイパー氏により函館訓盲会として設
立され、令和７年度に創立１３０周年を迎える聴覚に
障がいのある子どもたちの教育と保護者支援を行っ
ている学校です。

• 幼稚部、小学部、中学部があり、今年度は、幼児３名、
児童５名、生徒４名の合計１２名の子どもたちが在籍
しています。子どもたちはアットホームな雰囲気の中、
勉強はもちろんのことその他、様々な教育活動に取
り組んでいます。函館市の小中学校と同じ教科書を
使って学習し、将来の自立と社会参加を目標に頑
張っています。



旭川聾学校

帯広聾学校

函館聾学校

札幌聾学校

室蘭聾学校

高等聾学校
釧路鶴野支援学校

北海道の聾学校所在地



北海道函館聾学校の校区

函館市、北斗市、松前町、

福島町、知内町、

木古内町、七飯町、

鹿部町、森町、八雲町、

長万部町、江差町、

上ノ国町、厚沢部町、

乙部町、奥尻町、

今金町及びせたな町



北海道函館聾学校の概要②

＜本校の特色＞

• 他に、乳幼児相談室を設置し、０歳から３歳の子ども
たちと保護者の方々が通室し、子育てや子どもとの
かかわり方の支援を行っています。

• 平成２９年から寄宿舎が利用者の募集を停止しまし
た。遠隔地に住み、寄宿舎の利用が必要なお子さん
は、近隣の特別支援学校の寄宿舎を利用できます。

• 函館市と福祉避難所（H26）の協定を結んでいます。



「ぶらりふかぼり」をきっかけに



自分たちが
毎年行っている
避難訓練について

考えてみることに・・・。







危機管理マニュアルの改訂



おわり
（HPを御覧ください。）

函館聾学校ホームページ メールアドレス



地域包括支援センターよりお知らせ

地域包括支援センターでは町会さんの課題に合わせ

連携のお手伝いをさせて頂いています。

「こんな取り組みがしたい」
「一緒にやってくれるところがないかな」等

圏域の担当包括支援センターへ
お気軽にご相談下さい。
お待ちしております。

ご参加の皆様へ



(参考資料)

地域包括支援センターの業務より

①各関係機関からニーズを聞き取り
②他機関同士のニーズをマッチング
③地域活動の立ち上げのお手伝い など

・地域のネットワーク構築

・住民同士の助け合い活動等の仕組みの
創出と充実 など

【生活支援体制整備推進事業】

・地域の高齢者が抱える問題や見守りの
重要性を医療機関、行政機関、民間企
業等の方と共有

・日常生活圏域レベルの地域課題の整理

【地域ケア会議推進事業】

①個別課題解決
②ネットワーク構築
③地域課題発見
④地域づくり、資源開発
⑤政策形成

日頃から… ５つの機能



今回、取り組みが広がったキーワード

現状

3つの考え
「垣根」

「前例がない」

「今までの普通」

２つの人
「想いのある人」

「モヤモヤ
している人」

それぞれが、それぞれの立場での

“愛着を感じる地域”
に向け、一歩進むことができた

「共に支え合うまち函館」には、自分の地域に愛着を感じる人が増えることが大切。
地域への愛着を持つことで、周囲の人や自然、地域のものを大切にするようになり
人や地域が豊かになっていく。
みんなの心に「愛着」が続くよう、意図的な取り組みを続けていく事が大切。


